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（口繍解設）

　　　山遼陽石帰籍の害毒壁猫

　過去に於ける南満…州での考古鳳｛・的量見のう

ち、大職後牛に遼陽郊外で見出された一群の

壁豊熟は特筆せらる可きもの～一であろう。

之れ等の中で最初に見出された二三に就いて

は既に愚智の記述があるが、最も注目すべき

は壁欝の摸爲が行われている際に無職となっ

た爲に一般には知られていない。こ、に示し・

たのはその宵墓の壁儘の一部であって、複難

な構造を示す石室の奥の部分の向って脊側、

即ち東福の評議部の壁面である。描かれいる

ものは櫻閣があり、また舞踊の光景がある。

震れ等は漢の歯象濯《見るものに勢髭として．

而も自責な筆算で描かれ、且つ多彩である二

恩來知られた菅城子の甲羅を凌駕するものな

ることが認めちれるのである（U・S生）


